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暑くて長く、北海道らしくない夏が終わったと思ったら急に秋がきました。

もう10月ですので、もう少しすると、またアイツがやってきます。

そう、冬将軍！雪の季節です。たまにはお休みをしてくれてもいいのに…。

さて、今回はなないろ初開催の外泊イベントの活動報告、

そしてこれまでに引き続き常設委員会の様子をご紹介いたします。

自閉症者地域生活支援センターなないろ

9月1１～１２日なないろ1泊2日コテージ外泊 （生活介護）

なないろ開設３年目に入り、初の試みとしてチーム支援でコテージ外泊を実施しました！
6名の利用者さんが参加して夏の思い出を作りました！

【工程】
１日目
①13時出発
②円山動物園
③滝野すずらん公園コテージ泊
＊夕食は、BBQ
④小金湯温泉

２日目
①定山渓ドライブ
②びっくりドンキー昼食
③13時帰宅

【支援も取り入れました！】
生活介護で普段使用しているスケジュールをファイルにして
持ち運びに式に！都度確認しながら過ごされています！

新規場面の連続でしたが、
スケジュール（見通し）が
あることにより、安心して
過ごすことが出来ました！
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自閉症者地域生活支援センターなないろ

昨年度まで「地域一番の支援力と人権意識プロジェクト」と「画期的個別支援計画プロジェクト」と

して別々に動いていた２つの委員会が、ひとつになりリニューアルスタートいたしました！これまで人権プロ

ではちょっとした支援のコツや権利擁護に関する話題提供を、画期的計画プロでは各事業所において

長期的ニーズを共有し、ニーズに沿った支援を各事業所で展開できるような個別支援計画フォーマット

の検討を進めてきましたが、ひとつになったことで目的整理を行っています。

『確かな人権＆人権意識プロジェクト』の目的は、［人権意識の向上］。これに尽きます。

最終目標は、人権やQOLの向上を意識した共通の長期計画に基づく支援の実施。そのためには

各機関が協働して長期計画を立てていき、長期計画に基づいた短期計画を各機関で1つずつ

実施していきます。1年ごとに画期的個別支援計画シートを更新して、確かな支援をつみあげていく

ことを展開していきます。

［画期的個別支援計画の取り組み］

おひとりの方の「くらし」「しごと」「よか」についてそれぞれの

事業所がそれぞれの視点で関わるのではなく、地域チーム、

生活介護チーム、居宅チームは最初からチームとしてなな

いろでは考えています。チームとしておひとりの方への一体

的な支援を目指しているはずであるものの、個別支援計

画の書式がそれぞれ異なり、それぞれが単体で動いている

状況があることから、改めて長期目標へのアプローチに着目

して、長期目標に基づく支援の展開が必須になり、ひいて

は生活の質の向上につながっていくものとなります。

そこで一体的な取り組みや連携を見える形にしたものがなないろ版画期的個

別支援計画であり、今年度から試行的に運用を開始しています（左図上）。

まだまだ道半ばのため職員・家族へ使用感やわかりやすさを確認して、改良を

続けていきます。

確かな支援 ＆ 人権意識 プロジェクト 2023の取り組み

［人権擁護啓発動画・支援のヒント動画の配信］

人権擁護や支援のちょっとしたヒントをテーマとして定期的にコンテンツ配信を行っています（右写真）。

これまでには、初期アセスメントやコミュニケーションツールの活用、ICT活用、余暇支援、ノック等の日常の

中での振り返りのほか、制度的なものとしては障害者虐待防止法や国連の障害者権利条約に関する

ものまで定期的にコンテンツ作成して、職員ひとりひとりの意識向上や日頃の関わりの点検等を意図して

発信を続けてきました。

今年度も当たり前の生活や専門性、日頃の外出支援で意識していることなど、

振り返りも含めた発信を続けています。

※ 内部用の発信コンテンツの為、外部への情報公開はありません。ゴメンナサイ。

それぞれの部署、プロジェクトの活動の様子については今後もお知らせいたします。
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